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  A.小型風車の研究、B.ロボットハンドの開発 
A.低風速に対応した風力発電用小型風車の研究を行っています。 
B.把持した物体性状を認識して操るロボットハンドの開発を行っています。 

 
① 小型風車の研究 
■ CAE の利用による風力発電用風車ブレードの製作 

Computer Aided Engineering（CAE）とは，計算機
支援による大きな意味での工学設計（性能評価を含

む）を意味します。最近では，生産技術や技術の管

理を含めてデジタルエンジニアリングとも言ったり
しています。 
当研究室では，パソコン 3 次元 CAD により風車
のブレード（翼）を設計し、その性能を汎用流体解
析ソフトにより評価し，改良して再び設計をやり直

しします。モデルが決定したあと 3 次元 CAM によ
りブレードを製作しています。このようなデジタル
ツールを駆使することにより，設計変更にも短時間

で対応することができます。 
なお，製作したブレードの性能評価は風洞を用い
て実際に風を当てた実験でも実施しています。 

 
■ 小型風車の性能向上 
小型風車の発電能力を高めるには，自然風の低風
速から高風速まで対応するようにしなければなりま

せん。当研究室ではロータを 2 段にしたり，ブレー

ドの形状を工夫したりして対応しています。民間会
社のご協力を得て，600W の小型発電用風車やピッチ

角を変化可能とした風力発電機(出力 2ｋW)などが

製品化され販売が開始されています。 

② ロボットハンドの開発 
■ 把持物体の性状を認識する多指ロボットハンド 
把持した面の曲がり具合や厚み等の物体形状は，

カメラを用いた視

覚センサーにより
判断するロボット

ハンドが多いよう

です。当研究室にお
いては，3 本指のハ
ンドに力覚センサ

ーを取り付けて，持
ち方を変化させて

反力を検出することにより，物体形状だけでなく硬

さを含んだ物体の性状を認識し，物体を安全に取り
扱うハンドの基礎的な開発研究を行っています。こ

れまでの実験では，物体を挟み込んだ状態では硬さ

や厚みの違いが判断できるセンサー出力結果を得て
います。 
近い将来，家庭に進出するホームロボット，救助

ロボット，産業用ロボットの手先への応用を考えて
います。この分野の研究は実機に使用した例は少な

く，民間の方との共同研究が望まれるところです。

使用する個々のハンドに拠らない，一般的に適用で
きる結果を得ることがポイントです。 
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